
平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

（助成期間 1

2

474 回

60 人 （総参加人数 28,440 人）

指導者の延べ謝金支払人数 63 9

実施した事業の内容

●スポーツ教室
①サッカー
（ジュニア）実施頻度：月4回　（ジュニアユース）実施頻度：月20回　（トップ）実施頻度：月2回
②バレーボール
（一般）実施頻度：月4回　（家庭婦人）実施頻度：月2回

●スポーツ大会
①フォスターリーグ　実施頻度：通年　②ＦＣ古河1dayCUP　実施頻度：年2回
②ＦＣ古河2dayCUP　実施頻度：年2回　④リバーサイドフェスティバル　実施頻度：年1回

〇世代別参加者の有無

計画及び実績

平成27年度計画 平成27年度実績

プログラム（教室等）の延べ開催数 432 474

広報活動数（チラシ・月報等作成枚数）

活動拠点となる施設とその概要
古河リバーフィールドサッカー場
古河市内小中高等学校体育館

運営委員会等の構成員とクラブ運営組織
概要

【役員】
理事長：岩﨑勇二（常勤）
理事：守屋貢介（常勤）　白戸功（非常勤）
監事：佐藤寛倫（非常勤）

【運営委員】
磯山淳（常勤）　　佐藤浩彬（非常勤）　　舘石鈴央（非常勤）　　染野裕哉（非常勤）
斎藤育（非常勤）　　川津博一（非常勤）　　新井岳（非常勤）
山本冨美夫（非常勤）　　藤沼昇二郎（非常勤）　　石川太郎（非常勤）

【事務局】
クラブマネジャー：岩﨑千恵（常勤）
サブマネジャー：岩﨑勇二（常勤）

団体の規模
（当該年度の実績）

〇定期的な活動（スポーツ教室）の種目数 種目

〇実施回数（全種目合計）

〇平均参加人数

事業の実施状況及び実施結果並びに助成
金の使途に関する情報の公開方法

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業実施期間
年目）

活動地域 茨城県古河市

事業名 ＦＣ古河主催活動事業

事業の成果
ジュニア世代の参加者が増加し、前年に比べて収入は増加した。また、地道な育成活動の結果、全国大会ベスト
８まで勝ち進むことができた。

事業に対する評価

今年度は、サッカー活動においてはこれまでの地道な育成活動が実を結びU-15世代が全国大会でベスト8という
成績を収めることができた。しかし、9月の水害でホームグラウンドが冠水し、以後、しばらくの間使用禁止に
なったが、近隣クラブ、学校関係者のおかげでなんとか練習場、試合会場を確保することができた。改めて地域
周辺クラブ、住民との密な連携の必要性を感じた。来年度は1種目追加し、更なるスポーツの向上と参加者の拡
大を目指していきたい。

〔団体としての数値目標〕 〔数値目標に対する結果〕

ジュニアの参加人数を10-15名程度増加させ、ジュニア
世代の大会等の開催を目指す。今年度の新規獲得会員
100名を目標とする。

ジュニアの参加人数は約40名。前年同期比で約20名ほ
ど増加。また、上の世代では今年も新たに約90名ほど
加入したため、トータルでは目標をクリアできた。

事業報告書
【総合型地域スポーツクラブ活動助成】/【東日本大震災復旧・復興支援助成】

助成事業細目名 総合型地域スポーツクラブ活動基盤強化事業

助成事業者名 特定非営利活動法人ＦＣ古河
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実施結果をホームページで公開 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備 

その他 

実施結果を広報誌等で公開 



事業の実施計画の公表
事業を広報・
ＰＲするための手段
(複数選択可)

　

事業実施後に、参加者等に対する
満足度調査を行ったか

実施方法 ミーティング

備考
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報
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開

事業の実施状況及び実施結果
並びに助成金の使途に関する

情報の公開

情報の公開方法
(複数選択可)

(                                                )

（理由：　　　             　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

（理由：　　　             　　　　　）

行った 行わなかった 

HＰで事業の実施を告知した 

広報誌・会報誌等で事業の実施を告知をした 

特定の個人・団体へ声をかけ、事業の実施を告知した 

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった 

HPで公開 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備 

その他 

広報誌・会報誌等で公開 

特段の情報の公開は行っていない 

情報開示請求があった場合に開示 

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開） 

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開） 

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開） 

助成金の交付を受けた旨は公開できない 


